
今日から第３学期がスター

トしました。久しぶりに友達

と顔を合わせた子どもが多く、

朝からとても楽しそうな雰囲

気でした。

まずは大掃除から始まりま

したが、今日の大掃除もみん

な黙々と取り組んでいました。

掃除や作業をいやがらず、真

剣に取り組むことができるの

は本当に大切なことです。こ

ういう良さを、これからも伸

ばしていきたいと思います。

始業式では、まずみんなで

新年のあいさつを交わし、そ

れからいつものように｢３つの

あ」について話しました。

今日は久しぶりの登校でし

たが、元気の良い「あいさつ」

を何人もの子ども達がしてく

れました。誰もが自分から進

んで気持ちの良いあいさつが

できるように、これからも働

きかけていきたいと思います。

大掃除の様子から、「あせ」

については今学期もみんな頑

張ってくれそうだと期待がふ

くらみました。いろいろなこ

とに対し、中でも自分にとっ

て苦手なことから逃げ出した

りせず、全力を尽くすことが

できるようになってほしいと

思います。

「あとかたづけ」は、これま

で最も気になるところでした

が、くつ箱の整とんは以前に

比べずいぶん良くなってきま

した。くつをそろえたり、席

を立つときにきちんとイスを

入れたりすることの習慣化を

通し、様々な後片付けに気が

つくようにしたいと思います。

第３学期は他の学期に比べ

短く、本当にあっという間に

過ぎてしまうように感じます。

しかし、各学年のまとめをす

るというとても大切な学期で

す。誰もが自分の目標をしっ

かりと意識し、それを達成す

るために精一杯努力してほし

いと思います。

式の後で、新年の抱負を全

員が発表しました。１人１人

の発表から、本当にやる気を

感じました。そのやる気を前

面に出して、自分の目標だけ

でなくいろいろなことに挑戦

していけたら良いと思います。

しかし、今日１日の生活の

中でも気になることがありま

した。中間休みには、いつも

のようにマラソンに取り組み

ましたが、みんなとても苦し

そうでした。最低３周は走ろ

うという目標ですが、その３

周がやっとという状況でした。

これから運動会の練習が始ま

ります。運動会の後には砂丘

マラソンも計画しています。

このわずかな時期しか戸外

で運動できない国なので、あ

る程度の距離を走り続けるこ

とができる走力（持久力）を

つけることにも、全力で取り

組んでいかなければならない

と思います。
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１人１人が「新年の抱負」を発表

みんなにこやかに登校してきました 始業式で元気良く歌う「校歌」

今日から新しい友達が２人増

えました。２人とも小学部１年

生です。

・○○○○さん

・○○○○くん

これで在籍３４名になりまし

た。ますますにぎやかになった

今学期も、みんなで力を合わせ

て精一杯いろいろなことに頑張っ

ていきたいと思います。

２人の転入生



昨日の４時間目に、日本か

ら文化交流のために来られた

「よさこいダンスチーム：ほ

にや」との交流会がありまし

た。総勢１７名の皆さんが、

息の合った｢よさこい踊り｣を

披露してくださいました。

交流会には、アル･バヤーン

女子校からも１３名の児童が

参加し、後半は日本人学校の

子ども達と一緒に鳴子の使い

方や踊りを習い、楽しく過ご

すことができました。

「よさこい」というのは、高

知県の「よさこい節｣や｢よさ

こい祭り｣のことを指している

のですが、最近ではドーハ日

本人学校の子ども達も取り組

む「よさこいソーラン」の方

をイメージする人が多いかも

しれません。そうなったのは、

平成４年に北海道の札幌市で

「YOSAKOIソーラン祭り」が開

かれて以降、「よさこい祭り」

は「YOSAKOI祭り」として全国

各地で行われるようになった

からだそうです。

全国に広がるきっかけとなっ

た、地元高知の皆さんの踊り

を見せていただき、それを習

うことができたのは本当に貴

重な体験ではないかと思いま

す。教わっているときに「踊

りはみんなで創り上げるもの。

１人だけ上手でも、１人だけ

が目立ってもだめなんです。」

と話された言葉が忘れられま

せん。

ドーハ日本人学校でも、運

動会に向けて「よさこいソ－

ラン」の練習が始まります。

昨年の運動会時の２倍に児童

生徒数は増えていますが、み

んなの心も息も合わせ、自分

達で創るドーハ日本人学校ら

しい演技にしてほしいと思い

ます。そのためにも、今回の

交流会はとても有意義なもの

だったと思います。
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いよいよ運動の練習が始ま

りました。昨日の５時間目に

全校児童生徒が集まり、今年

度の運動会について全体説明

が行われました。種目のこと

や練習のことなどを聞いてい

る姿から、みんながとても楽

しみにしていることがよく分

かりました。

赤組・白組の組み分けは、

誰もの緊張感が伝わってくる

ようでした。１人ずつ決まる

たびに、大きな歓声が沸き起

こっていました。適度な緊張

感を保ちながら、これからの

練習に真剣に取り組んでほし

いと思います。

集中して体育的活動に取り

組める運動会の練習は、この

国ではとても貴重な時間です。

思い切り運動に取り組むこと

で、しっかり身体に負荷をか

け基礎体力を養っていかなけ

ればならないと思います。

また運動会練習は、集団行

動を学ぶ場でもあります。集

合や整列・移動など、きびき

びと行動できるようにしなけ

ればなりません。とかく競技

にだけ目が向きがちですが、

練習の成果が本当に現れるの

は、そうした競技以外の場面

なのです。子ども達１人１人

が、練習を通していろいろな

ことを学んでいくことができ

ればと思います。

放課後活動では、３年生以

上で「よさこいソーラン」の

練習が行われました。昨年の

経験者もいますが、初めての

子ども達の方が多くなってい

ます。低学年には難しい動き

もありますが、みんなで素晴

らしいものにしていけたらよ

いと思います。
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｢よさこいソーラン｣の練習開始

運動会全体説明と組み分けの様子



毎月紹介している今月の詩

は、詩集はもちろんいろいろ

なところから探しています。

ずいぶん前になりますが、と

てもすてきな詩を見つけてぜ

ひ紹介したいと思っていたの

ですが、年の始めを歌ったも

のなので、年が改まるのを待っ

ていました。

この詩は大正天皇がつくら

れた「歳朝示皇子」という漢

詩です。大正天皇が、後の昭

和天皇のことを思っておられ

る、親としての気持ちがとて

も良く伝わってきます。親と

して子を思う気持ちに変わり

はないのだということが、私

にはとても感動的で忘れられ

ない詩になりました。

日々新たに励む人になって

ほしい。そして、困難なこと

から逃げず、それを乗り越え

ることができるようになって

ほしいという願いは、親であ

れば誰もが持っているのでは

ないでしょうか。ただそのた

めに、親として何をしている

かを考えてみる必要があるの

ではないかと思います。

私の個人的な思いですが、

子ども達に不自由さや困難さ

をもっと経験させることが必

要だと考えています。いろい

ろな面で恵まれ過ぎると、子

ども達の耐性はやはり低くなっ

ていくと思います。以前にも

触れたことがありますが、子

ども達の前にあるハードルを

取り除くのではなく、適度な

高さのハードルを置きそれを

超える経験を積ませることが、

親として大切な姿勢なのでは

ないかと思います。

ドーハ日本人学校の子ども

達には「たくましさ」を身に

つけてほしいと、常々思って

います。表現が適切ではあり

ませんが、「壊れやすい」の

ではと心配になる子ども達が

増えているように感じます。

変化の激しい社会を生き抜

かなければならない今の時代

だからこそ、この詩のように

「前向きで、そしてたくまし

くあってほしい。」と願うこ

との重要性を、改めて痛感し

ています。
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